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Doctor’s Discretion versus Patient’s Self-determination:








































































































れは，（P）牧師モデル Priestly model;；（E）工学モデル Engineering m.および（C）契約モ































































































佛教大学保健医療技術学部論集　第 7号（2013 年 3 月）
決して望ましいわけではないが，患者―医療者関係が上手くいっていない場合（特に工学モ
デルで），契約モデルに向かうための示威手段である．



















































































































































































〔2〕オックスフォード現代英英辞典では，’malpractice’ は ’careless, wrong or illegal behaviour while 






〔6〕医療倫理学者の R・ヴィーチは 1972 年に医師―患者関係を 4つのモデルで類型化した〔Veatch, 


































〔14〕福島県立大野病院事件：2004 年 12 月，被告人である産婦人科医師は帝王切開手術中に癒着胎盤
（かつ前置胎盤）の所見を認めたが，その癒着胎盤の剥離を行ったために患者（妊婦）が大量出血
し，失血死した．新生児は正常に分娩された．2006 年 2 月，医師は業務上過失致死罪等の容疑で
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